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冒
頭
に
石
澤
会
長
は
「
地
域
の

経
営
環
境
は
、
金
融
不
安
等
に
よ

り
大
変
厳
し
い
と
き
に
あ
る
が
、

中
小
企
業
等
で
頑
張
っ
て
い
る
方

の
た
め
に
も
、
関
係
機
関
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
商
工
会
組
織
を
あ

げ
て
支
援
し
た
い
。
今
後
も
地
域

づ
く
り
を
担
う
組
織
と
し
て
、
地

域
商
工
業
振
興
の
発
展
の
た
め
努

力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
商
工
会

同
士
の
合
併
手
続
き
や
協
議
が
各

地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
商
工
会
組

織
の
着
実
な
歩
み
と
大
い
な
る
前

進
の
た
め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
平
成
二
十
年
度
元
気

推
奨
優
良
店
の
表
彰
を
行
い
、

石
井
県
知
事
、
森
県
市
長
会

長
、
魚
津
県
町
村
会
長
、
石

澤
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
石
井
県
知
事
、

四
方
県
議
会
議
長
、
犬
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
森
県
市
長

会
長
の
発
声
で
乾
杯
。
県
、

県
議
会
、
関
係
団
体
、
金
融

機
関
代
表
の
来
賓
、
商
工
会

長
ら
出
席
者
は
和
や
か
に
懇

談
し
た
。

商工
春
秋
▼「
一
番
で
な

く
二
番
で
は
つ

ま
ら
な
い
」と
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
が
、「
焦
ら
な
い
丑
」も

ま
た
箴
言
的
で
あ
る
。
今
年
は
丑

年
。
丑
の
た
と
え
は
忍
耐
に
代
表

さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
年
を
ど
う

耐
え
忍
ぶ
か
。
忍
耐
、
我
慢
を
大

命
題
に
し
て
い
る
経
営
ト
ッ
プ

は
、
多
か
ろ
う
▼
仏
教
語
に「
忍

辱
」（
に
ん
に
く
）と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
如
何
な
る
困
難
を
も
平
常

心
で
耐
え
忍
び
、
他
に
対
し
て
寛

容
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
我

ら
凡
夫
に
は
、
い
さ
さ
か
無
縁
な

境
地
な
の
だ
が
、
こ
の
大
不
況
だ

か
ら
こ
そ「
忍
辱
」の
意
味
す
る
と

こ
ろ
に
学
び
た
い
▼「
忍
辱
」は
自

分
の
不
幸
を
嘆
か
ず
、
虚
飾
や
慢

心
に
な
ろ
う
と
す
る
自
分
へ
の
気

づ
き
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

自
分
を
削
ぎ
落
し
て
も
、
辱
め
に

耐
え
て
い
く
覚
悟
の
重
み
を
さ
と

す
。「
忍
辱
」と
は
自
分
を
覚
悟
す

る
こ
と
だ
、
と
▼「
企
業
は
人
な

り
」で
あ
る
。
か
け
が
え
な
い
人

材
を
外
に
抛
り
出
す
前
に
、
虚
飾

を
剥
い
で
身
を
削
ぐ
こ
と
で
は
な

い
か
。
こ
の
年
、
経
営
ト
ッ
プ
に

は
人
員
整
理
に
走
ら
な
い「
忍
辱

の
丑
」で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
富
山
県
商
工
会
連
合
会（
石
澤
義
文
会
長
）は
一
月
八
日
、
新
春
懇
談
会

を
富
山
市
内
で
開
催
し
た
。
石
井
県
知
事
他
多
数
の
来
賓
と
県
下
二
十
八

商
工
会
長
・
事
務
局
責
任
者
ら
約
百
名
を
前
に
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

地
域
商
工
業
振
興
の
着
実
な
発
展
を
目
指
し
た
い
と
決
意
を
表
明
。

新
春
懇
談
会

組
織
力
強
化
で
金
融
不
安
へ
立
ち
向
か
う

地域商工業振興への意気込みを語る石澤会長

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
笹

木
隆
司
会
長
）
は
、
一
月
六
日
に

石
井
県
知
事
を
訪
問
し
、
本
年

十
一
月
に
開
催
す
る
商
工
会
青
年

部
全
国
大
会
（
富
山
大
会
）
へ
の

支
援
を
要
望
し
た
。
笹
木
会
長
か

ら
「
全
国
で
初
め
て
商
工
会
青
年

部
が
で
き
た
富
山
県
で
、
成
功
裡

に
開
催
す
る
た
め
に
も
県
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

石
井
県
知
事
か
ら
「
三
千
人
規

模
の
大
会
と
の
こ
と
だ
が
経
済
効

果
も
期
待
で
き
る
。
県
と
し
て
も

連
携
を
と
っ
て
支
援
し
た
い
」
と

応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
一
月
十
三
日
、
坂
井
富

山
市
商
工
労
働
部
長
に
対
し
て
も

同
大
会
支
援
の
要
望
を
行
っ
た
。

2　商工会関係県議会議員と意見交換
3　県・経済団体雇用安定推進会議、
　　富山市南商工会合併契約締結調
　　印式
4　農商工等連携支援事業認定
5　地域資源∞全国展開事業の経過
6　特産品クリニック、工業部会ビジネ
　　スセミナー
7　元気推奨優良店 県知事賞（アート
　　キューブ石崎）
8　お知らせ、イベント
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商工会組織、事業について活発に議論

　

石
澤
会
長
は「
厳
し
い
経
済

危
機
に
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

商
工
会
は
地
域
経
済
を
元
気
づ

け
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
。
本

年
は
経
営
支
援
体
制
を
整
え
、

徹
底
し
た
巡
回
指
導
に
よ
り

ニ
ー
ズ
や
課
題
に
迅
速
に
対
応
し

た
い
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
商
工

会
青
年
部
全
国
大
会
が
富
山
で
開

催
さ
れ
る
。
商
工
会
に
対
し
て
、

強
力
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
鹿
熊

代
表
幹
事
か
ら「
商
工

会
は
県
下
の
商
工
業
の

振
興
と
地
域
の
活
性
化

に
注
力
し
て
い
る
。
商

工
会
は
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
。

二
十
一
年
度
の
予
算
要

望
に
お
い
て
は
青
年
部

の
全
国
大
会
予
算
を
含

め
、
全
額
確
保
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
た
い
。

私
ど
も
は
議
員
提
案
で

県
観
光
振
興
条
例
を
制

定
し
た
。
政
策
提
言
・

立
案
に
力
を
注
い
で

お
り
、
本
日
の
意
見
交
換
を
役

立
て
た
い
」と
力
強
い
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
事
務
局
か
ら
平
成

二
十
一
年
度
予
算
に
関
連
し

て
、
七
項
目
の
要
望
事
項
を
説

明
し
た
。
特
に
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工

業
者
等
が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う

商
工
団
体
に
加
入
・
協
力
す
る

「
商
工
業
者
等
の
地
域
貢
献
活

動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」（
仮
称
）の
制

定
の
検
討
を
提
案
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
商
工

会
と
商
工
会
議
所
の
代
表
が
協

議
・
検
討
し
た「
中
小
企
業
の
支

援
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討

会
中
間
報
告
」（
地
方
分
権
改
革

推
進
委
員
会
の
第
一
次
勧
告
に

対
応
）が
発
表
さ
れ
、
こ
の
中
で

『
両
団
体
の
合
併
に
係
る
法
整

備
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
こ
と
、

相
互
に
補
完
し
な
が
ら
、
商
工

業
の
発
展
を
図
り
、
地
域
経
済

の
向
上
に
資
す
る
よ
う
そ
れ
ぞ

れ
が
努
め
る
』と
商
工
団
体
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
結
論
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

な
お
、
出
席
し
た
県
議
会
議

員
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
次
の
よ
う

な
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
。

▼
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
富
山
大
会
で
富
山
県
を

盛
り
上
げ
、
商
工
会
の
元

気
・
活
力
と
し
て
ほ
し
い
。

▼
商
工
業
者
等
の
地
域
貢

献
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
仮
称
）に
つ
い
て
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
商
工
会
合
併
に
対
す
る

予
算
措
置
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
応
援
し
た
い
。

▼
地
域
資
源
や
農
商
工
等

連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
事
業
者
や
他
団
体
等

と
更
に
連
携
を
密
に
し

て
、
経
営
指
導
員
か
ら
の

積
極
的
な
提
案
を
お
願
い

し
た
い

　

一
月
八
日
、
新
春
懇
談
会（
一
面
に
記
事
掲
載
）に
先
立
ち
、
石

澤
義
文
県
商
工
会
連
合
会
長
と
県
下
二
十
八
商
工
会
長
等
は
、
県

商
工
会
議
員
連
盟（
鹿
熊
正
一
代
表
幹
事
）の
県
議
会
議
員（
八
名
出

席
）を
招
き
、
小
規
模
事
業
者
支
援
等
の
要
望
や
組
織
再
編
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

●
出
席
い
た
だ
い
た
県
議
会

　
　

議
員
の
お
名
前（
敬
称
略
）

鹿
熊　

正
一　
　

坂
田　

光
文

高
平　

公
嗣　
　

山
辺　

美
嗣

上
田　

英
俊　
　

宮
本　

光
明

夏
野　

元
志　
　

井
村　

昭
彦

商
工
会
関
係
県
議
会
議
員
と
意
見
交
換

地
域
貢
献
活
動
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

を
要
望



中部経済産業局委託事業「地域力連携拠点事業」

合併に向け握手を交わす、
左から山元会長、野村会長、梅本会長、

右は拍手で祝う石澤会長

　

調
印
式
に
は
三
商
工
会
、
県
、

県
議
会
、
富
山
市
、
富
山
市
議
会
、

県
商
工
会
連
合
会
の
関
係
者
約

六
十
名
が
出
席
し
た
。

　

合
併
協
議
会
長
の
野
村
会
長
は

「
会
員
・
関
係
者
各
位
の
協
力
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
新
商
工
会
と

し
て
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
合
併
理

由
と
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
や
契

約
書
内
容
の
説
明
の
後
、
山
元
会

長
、
野
村
会
長
、
梅
本
会
長
、
立

会
人
の
石
澤
県
商
工
会
連
合
会
長

が
合
併
契
約
書
に
調
印
し
た
。

　

来
賓
の
上
野
県
商
工
労
働
部
次

長
、
坂
井
富
山
市
商
工
労
働
部

長
、
石
澤
県
商
工
会
連
合
会
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
と
激
励
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

新
商
工
会
の
会
員
数
は

約
千
六
百
事
業
所
と
な

り
、
現
在
の
県
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
内
に
本
所

を
置
き
、
各
商
工
会
館
に

は
支
部
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

　

今
後
は
、
設
立
委
員
に

よ
る
設
立
委
員
会
を
中
心

に
合
併
手
続
き
を
進
め
、

四
月
一
日
に
新
商
工
会

「
富
山
市
南
商
工
会
」
の

設
立
を
目
指
す
。

　

会
議
に
は
石
澤
義
文
県
商
工
会

連
合
会
長
、
犬
島
伸
一
郎
県
商
工

会
議
所
連
合
会
長
、
黒
田
輝
夫
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
長
、
田
中

一
郎
県
経
営
者
協
会
副
会
長
ら
四

つ
の
経
済
団
体
の
代
表
者
ら
が
出

席
し
た
。

　

石
井
県
知
事
か
ら
各
経
済
団
体

に
安
易
な
解
雇
を
し
な
い
こ
と
等
、

雇
用
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
請

が
あ
り
、
県
や
経
済
団
体
、
学
識

経
験
者
に
よ
る「
県
経
済
雇
用
対
策

推
進
本
部
」（
仮
称
）を
早
急
に
発
足

さ
せ
る
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
第
二
次
補
正
予
算

案
に
盛
り
込
ま
れ
た「
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
交
付
金
」（
仮
称
）「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
」（
仮
称
）に
つ
い

て
、
県
に
四
十
億
円
程
度
交
付
さ

れ
る
見
通
し
を
示
し
た
。

　

石
澤
会
長
ら
経
済
団
体
か
ら
は

「
雇
用
確
保
に
は
、
企
業
が
収
益

を
上
げ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
」「
人
材
が
不
足
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
業
で
の
就
労
を
増
や
す
べ

き
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

県
と
富
山
労
働
局
は
、
県
商
工
会
連
合
会
等
の
県
内
経
済
団
体
と
厳
し

い
雇
用
情
勢
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
た
め
、
一
月
九
日
、
県
民
会
館
で
雇

用
安
定
推
進
会
議
を
開
い
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
一
月

二
十
三
日
、
各
商
工
会
の
事
務

局
責
任
者
ら
が
出
席
す
る
事
務

協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
宇
野
県
労
働
雇

用
課
長
よ
り
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
」（
仮
称
）

「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」（
仮
称
）

の
概
要
に
つ
い
て
、
善
田
県
商

業
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐
よ
り

本
事
業
の
具
体
的
な
利
用
事
例

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
っ
た
。

　

事
務
局
責
任
者
ら
か
ら
は
本

事
業
の
利
用
し
や
す
い
運
用
方

法
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め
る

意
見
が
多
か
っ
た
。
今
後
、
地

域
に
応
じ
た
雇
用
創
出
に
向
け

て
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

雇
用
創
出
に
向
け
て

 
事
務
協
議
会
開
催
さ
れ
る
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来
る
四
月
一
日
の
合
併
を
目
指
し
、
大
山
商
工
会
（
山
元
一
夫
会
長
）

と
大
沢
野
細
入
商
工
会
（
野
村
正
也
会
長
）、
婦
中
町
商
工
会
（
梅
本
良

男
会
長
）
は
一
月
二
十
一
日
、
い
こ
い
の
村
富
山
に
お
い
て
、
石
澤
義
文

県
商
工
会
連
合
会
長
立
会
の
も
と
合
併
契
約
締
結
調
印
式
を
挙
行
し
た
。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

中
小
企
業
者
と
農
業
者
と
の
新
規
事
業
に
向
け
た
挑
戦

◆
取
り
組
む
き
っ
か
け

　

宇
奈
月
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

平
成
九
年
に
開
業
し
、
黒
部
峡
谷

を
探
勝
す
る
観
光
客
や
宇
奈
月
温

泉
を
利
用
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
地

域
の
住
民
の
方
を
対
象
に
、
地
元

で
栽
培
さ
れ
た
大
麦
と
黒
部
の
名

水
を
利
用
し
た
地
ビ
ー
ル
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。

　

地
ビ
ー
ル
の
評
判
は
よ
く
、

数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
に
品

質
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
商
品

を
常
に
、
お
客
に
提
供
し
な
け
れ

ば
飽
き
ら
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

業
が
持
つ
経
営
課
題
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。

　

一
方
、
大
麦
を
栽
培
す
る
農
業

者
は
、
当
初
、
安
定
し
た
収
量
を

確
保
す
る
こ
と
に
苦
労
し
た
も
の

の
、絶
え
間
な
い
栽
培
工
夫
に
よ
っ

て
、
収
量
並
び
に
品
質
も
安
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
地
ビ
ー
ル
以
外
で
の
活

用
は
な
く
、
新
し
い
用
途
の
開
発

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
両
者
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
新
し
い
商
品
を
製

造
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

◆
連
携
体
の
強
み
を
活
か
す

　

農
商
工
等
連
携
事
業
で
は
、
有

機
的
に
中
小
企
業
者
と
農
業
者
が

連
携
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
経
営
資

源
（
強
み
）
を
活
か
し
た
新
規
事

業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

　

宇
奈
月
ビ
ー
ル
は
、
自
社
で
麦

芽
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

安
定
し
た
品
質
の
麦
芽
を
栽
培
す

る
た
め
に
、
社
員
は
二
十
四
時
間

製
造
状
態
を
監
視
す
る
な
ど
の
製

造
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
は
、
大
麦
の
収
量
並

び
に
品
質
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、

問
題
意
識
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、

日
々
栽
培
努
力
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
両
者
の
強
み
を

活
か
す
こ
と
で
、
新
商
品
で
あ
る

「
モ
ル
ト
茶
」
を
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆
支
援
者
の
取
り
組
み

　

宇
奈
月
町
商
工
会
は
、
平
成
九

年
の
宇
奈
月
ビ
ー
ル
の
設
立
か
ら

常
に
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

経
営
指
導
員
が
巡
回
し
、
宇
奈

月
ビ
ー
ル
の
支
配
人
よ
り
、
今
回

の
商
品
開
発
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
度
か
ら
県
商
工
会
連
合

会
が
中
部
経
済
産
業
局
の
委
託
を

受
け
て
、
地
域
力
連
携
拠
点
事
業

の
中
で
、
農
商
工
等
連
携
事
業
が

重
点
支
援
項
目
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
商
工
会
と
県
商
工
会

連
合
会
が
協
働
し
な
が
ら
、
事
業

の
申
請
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

◆
具
体
的
な
支
援
内
容

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
の
中
で
、
専
門
家

派
遣
事
業
を
通
し
て
、
こ
の
事
業

計
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

北
陸
支
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
中
部
経
済
産
業
局
北
陸

支
局
の
担
当
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
認
定
後
の
支
援

　

宇
奈
月
ビ
ー
ル
は
、
十
二
月
に

農
商
工
等
連
携
の
認
定
を
受
け
、

試
作
品
開
発
の
為
の
補
助
金
申
請

を
行
い
ま
し
た
。
試
作
品
開
発
を

行
う
中
で
、
県
商
工
会
連
合
会
の

専
門
家
派
遣
事
業
や
商
工
会
が
本

年
度
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
資
源

∞
全
国
展
開
事
業
を
活
用
し
、
そ

の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

◆
農
商
工
連
携
事
業
を
応
援

　

県
商
工
会
連
合
会
と
商
工
会

は
、
協
働
し
な
が
ら
農
商
工
等
連

携
事
業
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
、
経
済
産
業
省
と
農

林
水
産
省
が
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
農
商
工
等
連
携
事
業

に
、
宇
奈
月
町
商
工
会
が
か
ね

て
か
ら
支
援
を
し
て
い
た
「
宇

奈
月
ビ
ー
ル
株
式
会
社
」
の
策

定
し
た
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

認
定
ま
で
の
間
、
中
小
企
業

者
と
農
業
者
と
の
両
者
が
工
夫

さ
れ
た
こ
と
や
、
事
業
計
画
の

策
定
を
支
援
す
る
内
容
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
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宇
奈
月
町
商
工
会
は
全
国
展
開

事
業
の
中
で
、
新
し
い
名
水
料
理

の
企
画
と
地
域
資
源
を
生
か
し
た

新
商
品
の
開
発
に
よ
り
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

★
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
事
業
の
経
過
★

　

本
年
度
、
三
商
工
会
が
全
国
展
開
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
課

題
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
経
過
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

庄
川
町
商
工
会
は
全
国
展
開
事

業
の
中
で
、観
光
資
源
を
活
用
し
、

地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
事
業
展
開
し
て
き
た
。

︻
庄
川
町
商
工
会
︼

厄払い鯉の放流に向かう一般参加者
　

厄
払
い
鯉
の
放
流
は
、
奇
祭
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
参
加
者
は

地
元
の
方
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

年
々
参
加
者
が
減
少
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
行
事
に
新
し
い
取

り
組
み
を
加
え
、
新
た
な
観
光
資

源
と
な
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

八
月
に
は
、
リ
サ
ー
チ
イ
ベ
ン

ト
の
第
一
弾
と
し
て
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
恋

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
た
。

鯉
の
厄
払
い
を
「
恋
の
厄
払
い
」

す
な
わ
ち
縁
結
び
と
関
連
づ
け
、

水
記
念
公
園
内
の
展
望
台
を
恋
の

ス
ポ
ッ
ト
「
鯉
恋
の
宮
」
に
仕
立

て
て
、
恋
占
い
等
の
コ
ー
ナ
ー
を

　

食
の
宇
奈
月
温
泉
の
確
立
に
向

け
た
”名
水
料
理
“の
開
発
・
訴

求
に
よ
る
観
光
振
興
。
旅
行
雑
誌

で
、
宇
奈
月
温
泉
が
黒
部
川
の
恩

恵
を
受
け
た
素
晴
ら
し
い
食
材
の

地
で
あ
る
こ
と
を
告
知
。
今
後
も

　

砺
波
市
庄
川
町
金
屋
地
区
の
伝

統
行
事
「
厄
払
い
鯉
の
放
流
」
に

新
た
な
試
み
を
付
加
し
、
当
商
工

会
と
地
元
の
庄
川
峡
観
光
協
同
組

合
と
が
連
携
し
、
百
九
十
年
以
上

続
く
風
習
に
着
目
し
、
新
た
な
価

値
の
創
出
を
目
指
し
、「
鯉
（
恋
）

の
厄
払
い
ｄ
ｅ
ら
ん
か
や
す
」
の

事
業
を
実
施
。

設
け
て
若
い
女
性
等
の
反
応

を
探
っ
た
。

　

ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
な
で
鯉　

こ
い
っ
ぴ
」
を

設
置
し
、
新
た
な
ご
当
地
メ

ニ
ュ
ー
を
目
指
し
て
「
開
運

七
福
鍋
」
も
開
発
し
た
。

入
念
な
準
備
と
計
画

　
　
　
　  
そ
し
て
実
践

入
念
な
準
備
と
計
画

　
　
　
　  
そ
し
て
実
践

︻
宇
奈
月
町
商
工
会
︼

二条大麦麦芽を使用
したモルト麦茶

名
水
料
理
の
開
発

名
水
料
理
の
開
発

観
光
関
連
業
者
と
連
携
し
、
季
節

毎
に
旬
の
食
材
を
活
用
し
た
名
水

料
理
に
よ
る
誘
客
事
業
を
実
施
す

る
計
画
。
ト
ロ
ッ
コ
観
光
頼
み
か

ら
脱
却
し
、
食
の
訴
求
に
よ
る
通

年
誘
客
・
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

井
波
商
工
会
は
全
国
展
開
事
業

の
中
で
、
地
域
資
源
で
あ
る
「
井

波
彫
刻
の
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指

定
を
受
け
る
「
井
波
彫
刻
」
は
、

景
気
低
迷
と
住
宅
様
式
の
洋
風
化

に
伴
い
、
業
界
の
主
流
で
あ
っ
た

欄
間
の
需
要
が
減
少
し
、
現
代
の

井
波
彫
刻
の
再
生

井
波
彫
刻
の
再
生

︻
井
波
商
工
会
︼

住
宅
様
式
に
あ
っ
た
新
商
品
の
開

発
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
井
波
彫
刻
の
リ
ボ
ー

ン
（
再
生
）
化
を
目
指
し
、
照
明

器
具
に
井
波
彫
刻
を
施
し
た
「
イ

案内看板を彫刻する職人

ン
テ
リ
ア
部
門
」、
寺
の
境

内
等
に
適
し
た
木
彫
り
案
内

看
板
を
制
作
す
る
「
サ
イ
ン

部
門
」、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に

彫
刻
を
施
す
「
楽
器
部
門
」

の
三
部
門
に
よ
る
新
商
品
の

開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
。
特

に
、
楽
器
部
門
で
は
、
若
い

層
や
音
楽
業
界
に
も
伝
統
的
工
芸

品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
斬
新

な
彫
刻
を
施
し
た
今
ま
で
に
な
い

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
制
作
を
試
み
て

い
る
。

　

地
ビ
ー
ル
製
造
用
に

生
産
し
て
い
た
黒
部
産

二
条
大
麦
の
安
定
生
産

が
可
能
に
な
り
、
こ
れ

を
使
用
し
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
商
品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
宇
奈
月
ビ
ー
ル
㈱
の

麦
芽
製
造
技
術
を
活
用
し
、
麦

芽
（
発
芽
し
た
麦
）
と
麦
の
ブ
レ

ン
ド
に
よ
る
独
特
の
風
味
と
味
わ

い
深
い
麦
茶
の
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
農
商
工
連
携
の

第
二
号
認
定
の
足
掛
か
り
と
な

り
、
全
国
展
開
事
業
で
試
作
品

開
発
を
行
っ
た
。

モ
ル
ト
麦
茶︵
仮
︶の
開
発

モ
ル
ト
麦
茶︵
仮
︶の
開
発



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 21 年 2 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.404

�

三
月
六
日
開
催  

農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

山田商工会、赤星会長と「柿酢特産品」
の販路拡大策について検討・アドバイス

地域資源の魅力ある利用法をアドバイス

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内

に
お
け
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
商
品
の
開
発
や
試
作
に
取
り
組

ん
で
特
産
品
開
発
を
行
う
事
業
者

を
、
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
特
産
品
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
学
識
経
験
者
や

流
通
関
係
者
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の

専
門
家
が
、
事
業
者
か
ら
の
特
産

品
に
対
す
る
相
談
を
受
け
、
特
産

品
を
検
分
し
な
が
ら
生
産
者
や
製

造
元
と
直
接
意
見
交
換
を
行
い
、

既
に
あ
る
特
産
品
の
改
良
や
、
常

に
変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
新
し
い
特
産
品
開
発
と
新
販

路
開
拓
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
商
工
会
地
域
の
資
源

を
有
効
活
用
し
た
特
産
品
の
支
援

に
よ
っ
て
、
雇
用
等
が
新
た
に
生

ま
れ
、
地
域
産
業
の
発
展
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
県
内
の
特

産
品
事
業
者
の
製
造
現
場
に
積
極

的
に
出
向
い
て
検
分
と
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　

特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者
の
方
は
、
地
元
商
工

会
を
通
じ
て
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

建
築
・
建
設
業
の
支
援
策
を
学
ぶ

 

工
業
部
会
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

県
商
工
会
連
合
会
は
一
月
十
九

日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
最
近
の
金
融
不
安
に

よ
る
個
人
消
費
の
低
迷
・
素
材
価

格
の
影
響
に
よ
る
物
価
の
上
昇
、

受
注
量
の
減
少
や
単
価
低
落
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、県
内
商
工
会
地
域
の
建
築・

建
設
業
者
を
対
象
に
、
自
社
の
経

営
環
境
を
見
つ
め
直
し
、
企
業
体

質
の
強
化
・
育
成
を
図
り
、
今
後

の
企
業
経
営
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
工
業
部
会
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
柳
沢
定
助
建
築
設
計
研

究
室
の
柳
沢
定
助
氏
よ
り
、
十
月

一
日
に
施
行
さ
れ
る
住
宅
瑕
疵
担

保
履
行
法
の
対
応
策
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
特
に
、
瑕
疵
担
保
責
任
を

果
た
す
保
険
に
入
ら
な
け
れ
ば
供

託
金
扱
い
と
な
り
、
住
宅
引
き
渡

し
十
年
以
内
に
瑕
疵
担
保
責
任
が

発
生
し
た
場
合
、
企
業
の
資
力
に

影
響
が
出
る
と
注
意
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
梶
野
照
夫
氏
よ
り
、

建
設
業
の
経
営
革
新
の
進
め
方
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
建
設
業

者
は
、
自
社
の
技
術
を
活
か
し
て

「
新
事
業
活
動
」に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
で
あ
り
、
取
り

組
み
や
す
い
方
法
と
し
て
新
市
場

開
拓
に
よ
る
経
営
革
新
に
つ
い
て

事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

【http://w
w
w
.m
lit.go.jp/jutakukentiku/jutaku-kentiku.files/

kashitanpocorner/

】

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
三
月

六
日
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の

布
目
大
剛
氏
を
講
師
と
し
て
農
商

工
連
携
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
農
商
工
連
携

事
業
の
支
援
策
や
申
請
手
続
、
認

定
事
例
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
受
講

料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
参
加
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
近

く
の
商
工
会
に
申
し
込
み
下
さ
い
。
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キャンペーン期間中に「全国商工会会員福祉共済（以下、福祉共済）」に加入すると、
全国の商工会地域自慢の特産品が、毎月抽選で当たります。

特産品が
当たる 新規加入キャンペーン新規加入キャンペーン新規加入キャンペーン 平成 20年11月1日（土）～

平成 21年10月1日（木）

　

当
店
の
創
業
は
、
昭
和
十
年
で
私
が
四

代
目
に
な
り
ま
す
。子
供
の
頃
に
は
「
理
容

を
し
て
い
れ
ば
、
ま
ず
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
は

無
い
」と
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
が
、
最
近
の
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代

変
化
で
低
料
金
店
も
増
え
、
理
容
の
後
継

者
も
激
減
す
る
な
ど
理
容
業
は
不
況
業

種
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中

で
の
今
回
の
元
気
推
奨
優
良
店
富
山
県

知
事
賞
の
受
賞
を
、
本
当
に
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

《
接
客
が
基
本
》

　

当
サ
ロ
ン
は
、女
性
ス
タ
ッ
フ
五
名
、男

性
ス
タ
ッ
フ
一
名
と
理
容
業
界
で
は
珍
し

く
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
で
す
。一
番
評

価
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
女
性
ス
タ
ッ

フ
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

お
店
で
過
ご
さ
れ
る
一
〜
二
時
間
を
い

か
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

か
、毎
回
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、来
て

い
た
だ
く
度
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
理
容

サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
お
客
様
が
望
ま
れ
た
ス
タ
イ

ル
に
応
え
る
確
か

な
技
術
力
が
大
切

だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

《
髪
の
健
康
を
一

番
に
》

　

ヘ
ア
ー
ス
タ
イ

ル
だ
け
で
な
く
、

髪
や
頭
皮
の
健
康

を
一
番
と
考
え
、

当
サ
ロ
ン
三
階

に
は
ヘ
ア
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
専

用
の
個
室
を
併

設
し
、髪
・
頭
皮

の
悩
み
に
も
お

応
え
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
当

店
で
使
用
し
て

い
る
液
剤
は
全

て
、髪
・
頭
皮
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
も

の
を
選
ん
で
使
っ
て
お
り
ま
す
。

《
お
客
様
の
き
れ
い
に
応
え
た
い
》

　

当
サ
ロ
ン
で
は
、
お
客
様
の
き
れ
い
に

な
り
た
い
、
か
っ
こ
よ
く
な
り
た
い
と
い

う
要
求
に
お
応
え
し
、
女
性
理
容
師
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
を
体
感
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
強
み
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
の
時
代
も
ス
タ
ッ
フ
一

人
一
人
が
、
自
分
が
お
客
様
だ
っ
た
ら
を

常
日
頃
考
え
な
が
ら
、
お
客
様
と
過
ご
す

こ
の
一
瞬
を
大
切
に
す
る
。そ
ん
な
ア
ー
ト

キ
ュ
ー
ブ
で
あ
り
続
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

商店名　アートキューブ石崎

代表者名　石崎　信昭

住　所　南砺市福光7301

電　話　0763-52-0920

営業時間　午前９時～午後７時

定休日　月曜日
　　　　第１火曜日
　　　　第３日曜日

平成20年度商工会元気推奨優良店　富山県知事賞

お客様と過ごすこの一瞬を大切にお客様と過ごすこの一瞬を大切に
アートキューブ石崎

店　長

石崎由佳理

＊＊＊ お店の内容 ＊＊＊
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10－12月期

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

全国椿サミット南砺大会

第１９回南砺いのくち椿まつり

３／２０（祝）

３／２１（土）～２２（日）

井口商工会

井口商工会

0763－64－2239

0763－64－2239

イベント名 開 催 日 お問合せ先

３月月各地の

「人権啓発講演会」参加者募集「人権啓発講演会」参加者募集「人権啓発講演会」参加者募集

●開催日時／２月１７日（火）
　　　　　　15：00～17：00
●開催場所／富山県中小企業研修センター
　　　　　　大ホール（富山市赤江町１－７）
●講　　師／橋本 邦夫 氏
　　　　　　  元：近畿コカ・コーラボトリング㈱
　　　　　　  　　　人材育成担当部長代理
　　　　　　  　　　兼　人権担当部長
　　　　　　  現：摂津市役所 人権指導員
　　　　　　  　　大阪企業人権協議会
　　　　　　  　　　人権研修講師団所属講師
　　　　　　  　　世界人権宣言摂津連絡会事務局長
●申込・照会先
　富山県商工労働部商業まちづくり課　企画振興係
　TEL 076－444－3251
　FAX 076－444－4403
　WEB下記アドレスのお問合せフォームから
　・タイトル（人権啓発講演会と記入）
　・お問合せの内容（参加企業名、受講者氏名）
　をご記入の上、送信ボタンをクリックしてお申込下さい。
　申込アドレス
　http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1306/form.html

入場無料

雇用調整を行わざるを得ない事業主の方へ雇用調整を行わざるを得ない事業主の方へ雇用調整を行わざるを得ない事業主の方へ
中小企業緊急雇用安定助成金中小企業緊急雇用安定助成金

①電子証明書の取得 ②開始届出書の提出 ③ｅ‒Tax の初期設定

電子証明書付きの住民基本台帳カード（費用がかかります）を市役所で取得し、ICカードリーダライタを家
電販売店で購入します。

開始届出書をｅ‒Taxホームページの「開始届出」メニューからオンラインで提出します。（書面でも提出で
きます。）

ｅ‒Taxソフトをインストールして初期登録を済ませ、利用者ファイルの作成や電子証明書等の登録を行い
ます。

平成20年分の所得税の確定申告書の提出を本人の電子署名及び電子証明書を付して、ｅ‒Taxを利用して
行うと、所得税額から最高5,000円の控除を受けることができます。（平成19年分で本控除の適用を受け
た方は適用できません。）

所得税の電子申告においては、医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票等の一定の第三者作成書類の添
付を省略できます。（確定申告期限から３年間、添付書類の提出又は提示を求められることがあります。）

ｅ‒Taxで申告された還付申告は、早期処理しています。（３週間程度に短縮）

詳しくは、ｅ‒Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jpへ詳しくは、ｅ‒Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jpへ

確定申告はｅ‒Tax で！！確定申告はｅ‒Tax で！！確定申告はｅ‒Tax で！！確定申告はｅ‒Tax で！！

★「ｅ‒Tax」をご利用いただくための３つのステップ★「ｅ‒Tax」をご利用いただくための３つのステップ

最高5,000円の税額控除 添付書類が提出不要 還付金がスピーディー

★「ｅ‒Tax」を利用して所得税の申告をすると★「ｅ‒Tax」を利用して所得税の申告をすると

【主な受給の要件】

　急激な資源価格の高騰や景気の変動等の経済上の理由に
よる企業収益の悪化から生産量が減少し、事業活動の縮小を
余儀なくされた中小企業事業主が、その雇用する労働者を一
時的に休業、教育訓練又は出向をさせた場合に、休業、教育訓
練又は出向に係る手当若しくは賃金等の一部を助成します。

（１）⑴最近３ヶ月の生産量がその直前３ヶ月又は前年同期比
　 　 で減少していること
　 ⑵前期決算等の経常利益が赤字であること（生産量が
　 　５％以上減少している場合は不要）
（２）従業員の全一日の休業または事業所全員一斉の短時間
　　休業を行うこと　又は
（３）３ヶ月以上１年以内の出向を行うこと

【受給額】
○休業等
　休業手当相当額の４／５（上限あり）
　支給限度日数：３年間で２００日（最初の１年間で１００日分まで）
　教育訓練を行う場合は上記の金額に１人１日６，０００円を加算
○出向
　出向元で負担した賃金の４／５

減税で中小企業を支援！減税で中小企業を支援！減税で中小企業を支援！
平成２１年度
与党税制改正大綱が決定
平成２１年度
与党税制改正大綱が決定

商工会が
要望活動を実施！

本件に関するお問合せはお近くの商工会まで詳細については、最寄りのハローワークへお問合せください。

１．中小企業対策税制

２．中小企業の事業承継税制の完成

（１）中小企業の法人税の軽減税率を引き下げ

中小企業の年800万円以下の所得に対する法人税の軽減
税率（現行22％）を18％に２年間引き下げる。
（対象期間：平成２１年４月１日～平成23年３月31日に終了する事業年度）

（２）中小法人の欠損金の繰り戻し還付制度の復活

前年度は黒字だったが、今年度は赤字の場合、前年度に納税
した法人税の還付を受けることができる。
（平成２１年２月１日以後に終了する事業年度から適用）
青色申告の個人事業主は、これまで通り、純損失の繰り戻し還付が受けられます。

・ 経営者の生前中の事業承継を円滑化するため、自社
　株式に係る贈与税の納税猶予制度を新規創設
・ 贈与税と相続税の納税猶予を組み合わせれば、税負
　担に悩まされることなく、安心して家業を継続可能に

国税電子申告・納税システム（ｅ‒Tax：イータックス）は、国税に関する各種手続（①所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙
税の申告、②全税目の納税、③申請・届出等）が自宅やオフィスからインターネット等を通じて行うことができるシステムです。

～ｅ‒Tax（国税電子申告・納税システム）とは～

（平成２０年１２月から当面の間の措置）

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
昨
年
十

～
十
二
月
期
の
県
内
中
小
企
業
景

況
調
査
を
ま
と
め
た
。
全
産
業
の

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
マ
イ
ナ
ス

五
〇
・
八
で
前
回
調
査
（
昨
年
七

～
九
月
期
）
比
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト

低
下
。
来
期
は
七
・
七
ポ
イ
ン
ト

低
下
を
予
想
し
て
い
る
。

　

業
種
別
で
は
製
造
業
が
六
・
一

ポ
イ
ン
ト
低
下
の
マ
イ
ナ
ス

四
六
・
一
、
建
設
業
が
一
・
九
ポ
イ

ン
ト
低
下
の
マ
イ
ナ
ス
五
一
・
九

と
な
り
、
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
マ

イ
ナ
ス
四
八
・
八
で
横
ば
い
、
小

売
業
は
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

マ
イ
ナ
ス
五
六
・
二
と
な
り
、
改

善
が
見
ら
れ
た
。
業
況
判
断
の
先

行
き
（
一
～
三
月
期
）
は
、
全
産

業
の
悪
化
を
予
想
し
て
い
る
。

　

経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
、
製

造
業
、
建
設
業
と
も
に
「
原
材
料

価
格
の
上
昇
」
が
上
位
に
挙
げ
ら

れ
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

「
需
要
の
停
滞
」
が
上
位
と
な
っ

た
。

　

調
査
は
昨
年
十
一
月
実
施
。
県

内
百
五
十
社
の
う
ち
百
四
十
三
社

か
ら
回
答
を
得
た
。


